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 テーマ「火災」 

首里城焼失の衝撃  

沖縄の首里城の火災はつい先日のことで、ニュース映像が 

生々しくよみがえる……という人が多いと思います。県外に 

住む私たちも大変に驚き残念に思いますが、沖縄のみなさんの喪失感はいかばかりかと

お察しします。原因も状況も異なりますが、熊本城の大損壊を目にした熊本の私たちの気

持ちと通ずるものがあるかもしれません。 

 首里城のこの大規模な火災が、私たちに教えてくれることとは何でしょうか。 

火災の原因…いま昔 

「火の用心、（カチカチ＝拍子木を打つ音）マッチ 1本火事のもと」というのは、寒い冬、

火災予防を訴えながら夜回りをするときのセリフです。高校生のみなさんは知っている

でしょうか。「マッチ 1 本火事のもと」と昔は言いましたが、台所のコンロも IH が増え、暖

房もエアコンやファンヒーターが多い昨今、「マッチ」を擦る場面が生活の中でどれくらい

あるでしょうね。筆者は実家で仏壇に向かう際に必ずマッチを擦りますが、それも、点火

のための別の道具を使う家庭も多いようです。「マッチ１本火事のもと」というのは、戒め

としては時代に合わなくなっていると言えそうです。 

首里城の火災原因は、特定されてはいないようです。ですが、１１月７日付西日本新聞の

記事によると、「延長コードが溶けて30個以上に細切れになった状態で見つかった」とあ

ります。さらに、「ショートした可能性のある痕跡が見つかり、今後鑑定して調べる。」との

ことです。 

総務省消防庁のホームページを見ると、「電気器具の安全な取扱い」という箇所があ

り、（ https://www.fdma.go.jp/publication/ugoki/items/2908_41.pdf ）その中に、以下のような記

述がありました。 よく知られていることばかりですが、ついやってしまいそうなことば

かりでもあります。首里城の火災の原因はわかりませんが、素晴らしい建造物が一夜にし

て焼失してしまう火事の恐ろしさを心に留め、私たちも火災予防に向けて気持ちを新た

にしたいものですね。                
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